
H2A最後
29月打ち上げ
宇宙開発支え四半鹿紀

2
A
ロ
ケ
ッ
ト
が
、
2
9
日
未
明
に
打
ち
上
げ
ら
れ
る
5
0
号
機

で
運
用
を
終
え
る
。
軍
に
迫
る
成
功
率
と
天
使
以
外
の
要

因
に
よ
る
延
期
が
少
な
い
「
オ
ン
タ
イ
ム
打
ち
上
げ
率
」
は

い
ず
れ
も
世
界
最
高
老
フ
ス
。
後
継
の
H
3
ロ
ケ
ッ
ト
へ
と

ス
ム
ー
ズ
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
も
、
．
5
0
号
機
で
有
終
の
美
を

飾
り
た
い
と
こ
ろ
だ
。

ら
観
測
し
て
き
た
衛
星
「
い
ぶ

き
」
シ
リ
ー
ズ
の
セ
ン
サ
ー

と
、
「
み
ど
り
2
」
や
「
し
ず
く
」

な
ど
の
衛
星
が
0
2
年
以
降
に
行

っ
て
き
た
降
水
量
や
海
面
水
温

な
ど
を
観
測
す
る
セ
ン
サ
ー
を

搭載。

温
室
効
果
ガ
ス
観
測
技
術
衛
星

「
い
ぶ
き
」
の
後
継
機
「
G
O
S

A
T
－
G
W
」
の
イ
メ
ー
ジ
（
J

A
X
A
提
供
）

H
2
A
は
2
段
式
の
液
体
燃

料
ロ
ケ
ッ
ト
で
、
2
0
0
1
年

に
運
用
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で

に
打
ち
上
げ
た
4
9
機
中
、
失
敗

は
0
3
年
の
6
号
機
の
み
。
高
い

信
頼
性
を
誇
り
、
気
象
衛
星

「
ひ
ま
わ
り
」
や
小
惑
星
探
査

機
「
は
や
ぶ
さ
2
」
な
ど
数
々

の
衛
星
や
探
査
機
を
打
ち
上
げ

て
き
た
。
豆
2
A
の
第
1
段
エ

シ
ジ
ン
を
2
基
に
増
や
し
た
強

化
型
の
H
2
B
ロ
ケ
ッ
ト
も
9

機
す
べ
て
が
成
跡
。
国
際
宇
宙

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
（
I
S
S
）
へ

の
物
資
補
給
の
役
目
を
果
た
し

た。
智
万
機
は
、
宇
宙
航
空
研
究

開
発
機
構
（
J
A
X
A
）
と
環

境
省
な
ど
が
開
発
し
た
温
室
効

果
ガ
ス
・
水
循
環
観
測
技
術
衛

星
「
G
O
S
A
T
（
ゴ
ー
サ
ッ

ト
）
－
G
W
」
を
搭
載
す
る
。

同
衛
星
に
は
、
二
酸
化
炭
素
な

ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
を
0
9
年
か

得
す
る
こ
と
で
、
長
期
間
に
わ

た
る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
変

化
の
検
出
や
気
候
変
動
予
測
の

高
度
化
な
ど
に
貢
献
す
堅

鹿
児
島
県
・
種
子
島
宇
宙
セ
ン
タ
1
で
打
ち
上

げ
準
備
作
業
が
進
む
H
2
A
ロ
ケ
ッ
ト
の
最
終

別
号
機
。
石
下
の
ロ
ゴ
に
は
一
般
か
ら
応
募
が

あ
っ
た
2
2
4
5
件
の
応
援
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
印

字
さ
れ
て
い
る
（
J
A
謀
A
提
供
）

鹿
児
島
贋
・

種
子
島
宇
宙
セ

ン
タ
ー
で
は
、

打
ち
上
げ
に
向

け
た
整
備
が
進

む
。
一
般
か
ら

寄
せ
ら
れ
た
応
・

援
メ
ッ
セ
ー
ジ

2
2
4
5
件
を

「
H
2
A
」
の

ロ
ゴ
に
印
字
し

た
シ
ー
ル
や
、

同
セ
ン
タ
ー
が

あ
る
南
種
子
町

が
作
成
し
た
イ

ラ
ス
ト
な
ど
が

機
体
に
張
ら
れ

た。


